
まちの将来像、めざすまちの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）みたけの“ファン”づくり、そして定住人口、交流人口の確保 
○御嵩ならではの方策で町の特性を生かし、人口減少のスピード緩和が求め
られる。人口の維持、人を呼び込む工夫、住み続ける・住みたいまちづく
り 

○工業団地従業員の町内居住の促進／○限界団地、限界集落の対策 
○歴史的資源などを生かした観光客など交流人口の創出 

（２）安全で快適な暮らしが営める環境づくり 
○亜炭鉱廃坑跡対策の早急かつ着実な実施 
○災害に強い地域づくり、減災のまちづくり 
○東海環状自動車道や国道 21号バイパスの活用 

（３）持続性のある未来都市の形成を見据えた地域づくり 
○低炭素社会と地域活力の創出を目指す「御嵩町環境モデル都市」の推進 
○住民とともに持続的発展が可能な未来都市を目指す 

（４）安心して暮らすことができる地域社会づくり 
○みんなが地域で活躍し支え合う、幅広い世代にやさしいまちづくり 
○高齢者の孤立、認知症対策などを近所の助け合い・ちょっとした助け合い、
地域包括で対策 

○高齢者を支える高齢者､地域に参加する若者を増やす､多世代交流の推進 
○移動手段の確保、名鉄広見線の維持、駅周辺などにおける買い物などの日
常生活、通院の利便性確保 

（５）子育て･子育ちができる環境づくり 
○人生のパートナーと出会う機会づくり 
○安心して子どもを生み育てることができる、子育ちができる環境づくり 
○ぽっぽ館などでの多世代交流、子育てのためのつながり・応援を一層充実
して若い世代の定住につなげる 

（６）まちの個性の掘り起しとプロモーションの推進 
○自らの個性をつくる、新しい個性を発見するための学びの機会の提供、個
性的な生き方を認める地域社会づくり 

○街道文化、街道や亜炭鉱などの歴史、鬼岩温泉の活用、環境モデル都市の
取組み、街道の町並みや美しい自然景観など、まちの個性づくりを住民と
ともに推進 

○田舎暮らしを望む人の受け入れ、上之郷に芸術家などが住んでいることを
生かした芸術の受入れ、特色ある公共施設の有効活用、農地の有効活用な
ど 

○自然が豊かで大都市圏にも位置する特性の活用 
○御嵩の特徴や個性を積極的に外に情報発信して知ってもらい、移住促進、
誘客 

（７）若者が活躍できる新しいしごとづくりの推進 
○包摂型社会（格差の是正、雇用機会の創出、弱者を地域社会で支援する社
会）の形成、若者の力を引き出す職場づくりや起業、行動的な若者を集め
る・Ｕターン促進、若者にとって夢のある社会の形成 

○環境、農業再生、食とエネルギーの地産地消、歴史文化、観光に関連する
しごとづくり／○企業誘致とともに自立的な経済圏づくり 

○技能を持つ人、アーティストの移住／○ＩＣＴの活用 

（８）持続的な行財政の確立 
○行政改革の推進／○行政が説明責任を果たし透明性を向上 
○公の担い手の育成／○公共施設のマネジメント 

（９）人づくりの推進 
○自治力の向上、教育の向上等による地域・町の将来の担い手づくりの推進 
○地域における教育力向上と生涯学習の推進、郷土愛の育成 

■町の主要課題 ■町民憲章 

町民憲章               （昭和 55 年制定） 

わたしたちは、恵まれた自然にいだかれ、ゆたかな歴史の中

山道とともに、生きぬいてきた御嵩の町民です 。 

わたしたちは、生きがいと希望にみちた魅力あるまちづくりを

めざして、この憲章を定めます。 

一 自然をたいせつにし、うるおいのある郷土をつくります 。 

一 健康につとめ、はつらつとして仕事にはげみます 。 

一 教養をつみ重ね、文化の向上につとめます 。 

一 きまりを守り、明るいくらしをきずきます 。 

一 信じあい、はげましあって、心のふれあいを深めます。 

「参加のまちづくり」から「協働のまちづくり」へ 
 

～みんなでみたけの町を育てていく～ 

■まちづくりの理念 

第４次総合計画の理念を引き継ぎ、発展させる 

■10年後の御嵩町のめざす姿、ありたい姿 

地域の資源、まちの個性に磨きをかけ、人、もの、情報

の交流を育みながら、みんなで生きがいと希望にみちた魅

力あるまちづくりを進めます。 

 

まちの将来像 

【案１】  

笑顔がつながり みどりがあふれる 

みんなが輝くまち・みたけ 

【案２】 

人･もの･情報が集い交わり、 

一人ひとりが輝くまち･みたけ 

【案３】 

人がつながり、みどりがあふれる、 

みんなが主役のまち･みたけ 

 

 

■まちの将来像 

■目標人口 

平成３７年（2025 年度）における人口 

目標人口 

１７，２６５人 

※ 人口ビジョン・総合戦略の策定にあわせ設定． 

■めざすまちの姿 

みんなが支えあうまち 

◆人と人、地域と地域のつながりを

大切にするまち 

◆ふれあい、支え合いにより、安全･

安心に暮らせるまち 

多くの人が行き交うまち 

◆多くの御嵩ファンが訪れて、交流

し、にぎわいが生まれるまち 

◆人・地域との交流から、新しい活

力が生まれるまち 

環境を誇りとするまち 

◆優れた環境を次の世代にしっかり

と引き継ぐまち 

◆環境未来都市を目標に、率先して

環境行動に取り組むまち 

暮らしてみたくなるまち 

◆御嵩らしさの魅力度を高め、個性

的で豊かな暮らしができるまち 

◆安全性、利便性、快適性などの暮

らしの基本要素が保障されるまち

ち 

◆多くの御嵩ファンが訪れて、交流

し、にぎわいが生まれるまち 

３ 

４ 

笑顔で育ちあうまち 

◆生涯にわたって学びの機会があ

り、学びあうことができるまち 

◆様々な人が社会に参画し、まちづ

くりを担う人材が育つまち 

５ 

１ 

２ 

資料１ 


